
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 計画の策定にあたって 

（１）策定の趣旨：本県文化の現状や県民ニーズを踏まえ、

文化振興施策の総合的かつ効果的な推進を図るため、

文化の振興の基本的な方向及び施策に関する事項を定

める。 

（２）位置づけ：総合計画をふまえ、本県の文化芸術の振興

に関する基本目標や施策の方向性を定めるもの 

（３）期間：平成 23 年度からおおむね 5 年間 

（４）対象とする文化芸術の範囲：芸術、メディア芸術、伝

統芸能、芸能、生活文化、国民娯楽、出版物等、文化

財等 

（５）進捗状況の評価等：政策評価を活用した進捗状況の評価 

２ 千葉県の文化芸術を取り巻く現状と課題 

（１）生活に関する意識 

（２）本県の人口構成の推移 

（３）県民の文化芸術活動の状況 

（４）文化芸術団体・市民活動団体の状況 

（５）県内市町村の文化振興計画・条例等の状況 

（６）メセナ活動 

（７）文化施設の状況 

（８）学校教育における文化振興 

（９）文化財等の指定状況 

（10）ちば遺産 100 選・ちば文化的景観 

（11）伝統的工芸品の指定状況 

（12）県外や世界に誇れる「千葉らしさ」 

（13）「ちば文化」の将来像・理想像 

（14）文化振興に県が果たす役割 

ちば文化振興計画（仮称）の概要 

５ 施策の体系 

 

文化芸術活動を支えるための 

仕組みづくり 

 

文化にふれ親しむ環境づくり 

 

文化資源を活用した 

地域の活性化  

 

伝統文化の保存・継承 

 

「ちば文化」の 魅力発信 

県民の自主的な文化芸術活動の促進 

文化芸術団体への支援 

文化のネットワークの構築 

「ちば文化」を担うひとづくりの推進 

企業メセナ等による支援の促進 

文化財の保存整備の支援 

顕彰の実施 

・県民が文化芸術活動に参加できる場づくり 
・県立文化施設における県民参加型事業の推進 
・文化芸術活動に関する情報の収集・提供 

優れた芸術鑑賞機会の充実 

子どもたちの文化芸術活動の充実 

若者の文化芸術活動の支援 

高齢者・障害者等の文化芸術活動機会の充実 

学校教育における文化芸術活動の充実 

県立文化施設の機能の充実 

文化資源の活用と地域の活性化 

文化的景観等の保全･活用 

伝統文化の保存と担い手の育成 

伝統文化にふれる機会の提供 

青尐年への伝統文化の継承 

「ちば文化」の魅力の発掘と情報の収集・提供 

文化発信拠点としての県立文化施設の充実 

「ちば文化」の魅力を発信する文化事業の充実 

＜施策の展開＞ 
＜施策の方向＞ 

＜おもな取り組み＞ 

・「千葉・県民芸術祭」等の開催 
・文化芸術活動に対する支援 

・情報交換・意見交換会の開催 
・文化芸術ボランティア活動のネットワークの運営 
・県内の郷土芸能保存団体のネットワーク化の推進と活性化 

・地域の文化芸術活動を支える人材の育成 
・文化芸術や郷土芸能を担う人材の育成 

・企業メセナ活動や、国・民間の助成制度の周知 
・支援をする側と支援を受ける側との情報交流 

・指定文化財の保存に配慮した活用と公開の推進 
・埋蔵文化財の適切な調査及び情報公開、活用の推進 
・伝統芸能や郷土芸能についての体験の推進 

･文化の日表彰（文化功労表彰）・教育功労者表彰（文
化芸術部門）の実施 

・県立文化施設における質の高い公演や展覧会等の充実 
・県民芸術劇場の開催 
・広報誌やホームページによる、文化芸術に関する情報提供 

・子どもたちに対する文化芸術の鑑賞機会の提供 
・子どもたちが伝統文化にふれる機会の提供 
・千葉県尐年尐女オーケストラの活動支援 

・若者の文化芸術活動の支援 

・高齢者や障害者を対象とした文化事業の実施 
・広範なニーズに応じた工夫や配慮等の充実 

・文化芸術に親しむ機会の充実 
・発掘で出土した文化財の学校等と連携した活用 
・学校での読書活動の推進 

・県立文化会館・美術館・博物館・図書館の機能の充実 

・文化資源を活用した観光・まちづくり／ちばの文化資
源情報の提供／フィルムコミッション活用事業の推進
／文化遺産の中で行うコンサート等の開催 

・ガイドブック「ふさの国の小さな旅」の活用 
・文化財や文化的景観を歩く「文化財探検隊」の実施 

・郷土芸能・伝統技術の公開事業の実施 
・郷土芸能・伝統技術を取り巻く地域の関係者・関係機関との交流 

・郷土芸能の公開の促進 
・伝統文化体験機会の充実 
・千葉県伝統的工芸品の指定、後継者養成、伝統的工芸

品展の開催等 

・児童生徒に対する伝統音楽の演奏指導の実施 
・児童生徒に対する伝統文化にふれる機会の提供 
・伝統文化の指導者による授業、部活動等の支援 

・県ホームページを活用した「ちば文化」の情報発信 
・美術館・博物館の収蔵資料の検索とデジタルミュージアム 
・県内の文化財の概要と所在地の情報提供 

・県立文化会館における公演等の実施 
・県立美術館・博物館における展覧会等の実施 

・「千葉・県民芸術祭」の開催（再掲）／「国民文化祭」
への参加／「県民の日」の機会を利用した「ちば文
化」の紹介／「ちば文化」の世界への発信 

３ 基本目標 

ちば文化の創造と 

千葉県民のアイデンティティーの醸成で 

つくる心豊かな県民生活と活力ある千葉県 

４ 文化振興の推進体制 

（１）「ちば文化」を創造していく主体 

  県民、芸術家、文化芸術団体等 

（２）「ちば文化」を支える主体 

  県、市町村、学校、文化振興財団等、文化施設、企業 


